
　　健康・
医療・福祉
HP

障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援

令
和
２
年
度
東
京
都
重
症
心
身
障
害
児

（
者
）通
所
事
業
新
規
利
用
希
望
者
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
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０
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対
象
施
設
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
９
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス（
FAX
583
・
０
２
９
４
）

問
障
害
福
祉
課（
☎
514
・
８
４
８
９
）　　健康・

医療・福祉
HP

高
齢
者
の
支
援

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者
募

集　
　
　
　
　

1
0
1
0
8
2
2

ID

　
高
齢
者
の
方
に
安
全
で
安
心
し
て
生
活

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
が
設
置
さ
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
案
内
書

（
９
月
17
日
㈫
か
ら
市
役
所
２
階
高
齢
福

祉
課
で
配
布
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
居
予
定
時
期
11
月
以
降
を
予
定

募
集
住
宅
・
戸
数
シ
ル
バ
ー
ハ
イ
ツ
や
な

か（
日
野
３
０
１
２
の
１
）…
世
帯
向
け
１

戸
、
単
身
向
け
１
戸

対
象
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
①
60
歳

以
上
で
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
②
同
居

す
る
者
が
配
偶
者
、
60
歳
以
上
の
親
族
な

ど
で
あ
る
③
市
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上

居
住
し
て
い
る
④
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基

準（
月
額
48
万
７
千
円
）以
下

費
用
世
帯
向
け
…
月
７
万
600
円（
共
益
費

含
む
）※
所
得
に
応
じ
最
大
１
万
７
千
円

ま
で
の
家
賃
補
助
制
度
あ
り
。
単
身
向
け

…
月
５
万
１
千
200
円（
共
益
費
含
む
）※
所

得
に
応
じ
最
大
２
万
２
千
900
円
ま
で
の
家

賃
補
助
制
度
あ
り

申
込
10
月
２
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
㈱
パ

ワ
ー
ズ
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
吉
祥
寺
支
店
へ

郵
送
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
同
支
店（
☎
０
４
２
２
・
79
・
８
８
０

０
）、市
高
齢
福
祉
課（
☎
514
・
８
４
９
５
）

　　子育
て・教育
HP

子
ど
も
の
健
康

９
月
末
に
新
し
い
乳
幼
児
医
療
証（
マ

ル
乳
）・
子
ど
も
医
療
証（
マ
ル
子
）を

送
付
し
ま
す�
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ID

　

９
月
30
日
㈪
ま
で
有
効
の「
マ
ル
乳
・

マ
ル
子
」を
お
持
ち
で
、
す
で
に
現
況
届

を
提
出
し
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
、
９

月
末
に
新
し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
制
限
超
過
に
よ
り
受
給
資

格
が
無
く
な
っ
た
方
に
は
消
滅
通
知
を
送

付
し
ま
す
。
ま
だ
現
況
届
を
提
出
し
て
い

な
い
方
は
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
課（
☎
514
・
８
５
９
８
）

　　子育
て・教育
HP

小
学
校
・
中
学
校

令
和
元
年
度
第
４
回
教
育
委
員
会
定
例

会（
７
月
1₉
日
開
催
）議
事
録
公
開
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議
事
録
は
、
市
政
図
書
室
お
よ
び
市
HP

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

可
決
事
項
日
野
市
立
学
校
教
科
用
図
書
採

択
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
の
制
定

に
つ
い
て
ほ
か
４
件

請
願
審
査
夢
が
丘
小
学
校
の
保
護
者
へ
の

対
応
に
関
す
る
請
願
ほ
か
１
件

報
告
事
項
令
和
元
年
第
２
回
日
野
市
議
会

定
例
会
の
報
告
ほ
か
２
件

問
庶
務
課（
☎
514
・
８
６
９
２
）

来
春
小
学
校
へ
入
学
す
る
幼
児
対
象
〜

就
学
時
健
康
診
断
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平
成
25
年
４
月
２
日
〜
26
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ま
の
健
康
診
断
を
、
10

月
初
旬
か
ら
各
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
10

月
１
日
㈫
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
学
校
課（
☎
514
・
８
７
４
９
）

市政情報
HP

構
想
・
計
画
・
方
針

平
成
₃0
年
度
日
野
市
食
育
推
進
計
画
評

価
検
証
結
果
を
公
表
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評
価
検
証
結
果
は
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
課
、
市
政
図
書
室
、
市
内
各

図
書
館
、
市
HP
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
健
康
課（
☎
581
・
４
１
１
１
）

市政情報
HP

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り

東
町
土
地
区
画
整
理
審
議
会
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日
時
10
月
２
日
㈬
午
後
２
時
か
ら

会
場
万
願
寺
第
二
・
東
町
ま
ち
づ
く
り
事

務
所

傍
聴
希
望
10
月
１
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま
た

は
市
役
所
３
階
区
画
整
理
課
へ
※
空
き
が

あ
れ
ば
当
日
受
付
可

問
区
画
整
理
課（
☎
514
・
８
４
０
５
）

そ
の
他

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案
内
説

明
会（
女
性
限
定
）

日
時
９
月
20
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

内
容
事
業
紹
介
、
女
性
会
員
に
よ
る
就
業

体
験
談
な
ど

対
象
60
歳
以
上
の
女
性

問
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
581
・
８
１
７
１
）

日
本
語
教
室
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

　
日
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
人

や
外
国
に
つ
な
が
る
子
供
た
ち
に
日
本
語

な
ど
の
学
習
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は

入
会
と
会
費
が
必
要
で
す
。

日
時
・
会
場
①
火
曜
ク
ラ
ス
…
午
後
２
時

〜
４
時
②
土
曜
ク
ラ
ス
…
午
前
10
時
〜
正

午
③
子
ど
も
ク
ラ
ス
…
土
曜
日
午
前
10
時

〜
正
午

会
場
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
①
②
大
人（
大
学
生
以
上
）…
日
本

語
の
学
習
支
援
③
子
供（
小
・
中
学
生
相

当
の
年
齢
層
）…
日
本
語
や
教
科
学
習
の

支
援

費
用
年
会
費
２
千
円

問
同
協
会（
☎
586
・
９
５
１
１
※
月
曜
〜

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

生
活
支
援
員
募
集

　
認
知
症
や
障
害
に
よ
り
判
断
能
力
が
十

分
で
な
い
方
を
支
援
す
る
生
活
支
援
員
を

募
集
し
ま
す
。
活
動
を
希
望
す
る
方
は
説

明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
時
・
会
場
９
月
20
日
㈮
午
前
10

時
〜
11
時
、
10
月
３
日
㈭
午
後
２
時
〜
３

時
。
い
ず
れ
も
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

応
募
資
格
20
歳
以
上
65
歳
以
下
の
市
内
在

住
者
※
詳
細
は
募
集
案
内
参
照

定
員
５
人

内
容
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
、
金

銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
な
ど

採
用
方
法
説
明
会
に
参
加
後
、
書
類
選
考

と
面
接
に
よ
り
決
定

問
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
594
・
７

６
４
６
）

令
和
元
年
度
地
域
支
え
合
い
福
祉
活
動

助
成（
サ
ロ
ン
活
動
助
成
）追
加
募
集

対
象
団
体
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
地
域
の
交
流

活
動
を
し
て
い
る
団
体

対
象
事
業
令
和
元
年
度
に
実
施
す
る
地
域

支
え
合
い
活
動

助
成
金
額
新
規
立
ち
上
げ
団
体
助
成（
事

業
の
実
施
回
数
に
か
か
わ
ら
ず
）上
限
５

万
円

そ
の
他
10
月
下
旬
に
決
定
通
知
を
送
付

申
込
事
前
に
日
程
調
整
の
上
、
９
月
30
日

㈪
ま
で
に
日
野
本
町
７
の
５
の
23
日
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
申
請
書
類（
同
協
議

会
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

）可
）を
持
参

問
同
協
議
会（
☎
584
・
１
２
９
４
）

在
宅
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
協
力
会
員

（
資
格
不
問
）募
集

　
日
常
生
活
の
手
助
け
が
必
要
な
高
齢
者

に
、掃
除
や
洗
濯
、買
い
物
、外
出
付
き
添

い
な
ど
を
行
う
協
力
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
日
時
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
の
う
ち
、
週
１
回
１
時
間
か

ら
可
※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

活
動
費
１
時
間
１
千
円

▼
説
明
会

日
時
・
会
場
９
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
…
多
摩
平
の
森
ふ
れ
あ
い
館
、
10

月
２
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
…
中
央

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
10
月
７
日
㈪
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
…
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

問
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
591
・

１
５
６
７
）

▼
８
月
後
半�
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﹇
₂₃
・
₂₄
日
﹈東
京
都
市
長
会
部
会
合
同
研

修
会﹇
₂₅
日
﹈平
和
派
遣
事
業
報
告
会﹇
₂₆

日
﹈日
野
市
表
彰
審
査
会﹇
₂₇
日
﹈日
野
市

用
水
組
合
連
合
会
と
の
懇
談
会﹇
₂₉
日
﹈定

例
記
者
会
見﹇
₃0
日
﹈ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
日
野

市
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
に
係
る
２
０
１
９
事

前
キ
ャ
ン
プ
覚
書
調
印
式

問
市
長
公
室
秘
書
担
当
代
表
☎

問 都市計画課（☎514-8369）、京王電鉄バス㈱桜ヶ
丘営業所（☎591-2712）

ミニバスの運賃改定について
　10月1日㈫から消費税率の引き上げに伴い運賃の
改定を行います。詳細はお問い合わせいただくか市 
HP をご覧ください。

1012452ID

主な運賃　新旧対照表

現行
現金 100 170 180 190 200 210 220 230 240 250
IC 100 170 175 186 195 206 216 227 238 247

新運賃
現金 100 180 180 190 200 210 220 240 250 260
IC 100 178 178 189 199 210 220 231 242 252

日時 10月5日㈯10:00～12:30※荒天などで中止の
場合は市 HP、防災情報メールなどでお知らせし
ます
会場 七生緑小※下図参照。駐車場はありません。
公共交通機関
をご利用くだ
さい
その他 会場で
は手話通訳者
が内容をお知
らせします

�訓練内容�
今回の新たな取り組み
① 市民体験型訓練に重点を置いた訓練の実施
②児童の防災体験

高幡 百草団地入口

三沢

高幡不動駅

程
久
保
駅

百草園駅

七生緑小

程久保川
京王線

多摩
モノレール

京
王
動
物
園
線

京王
百草園

問 防災安全課（☎514-8962）

開会 ・地域自主防災会による活動説明
　　 ・ペット同行避難の説明
展示 ・参加機関の広報ブース
体験 ・ 初期消火、煙体験、起震車、応急救護など

の体験型訓練
　　 ・ 幼児向け防災訓練「イザ！カエルキャラバ

ン！」
演習 ・ 災害初動緊急地区担当員による避難所開設

訓練
　　 ・ 地域住民による初期消火訓練
　　 ・ 消防、警察、消防団、市などの公助による

救出救助訓練
その他  日野市赤十字奉仕団および陸上自衛隊による

アルファ米とカレーの炊き出し訓練（12:00か
らJA東京みなみ提供の地元野菜を使用した
カレーを数量限定で提供） 

日野市総合防災訓練
1010268ID

　自助・共助・公助それぞれの災害対応能力
の向上および防災意識の高揚を図るため、地
域や関係機関協力のもと、総合防災訓練を実
施します。ぜひご参加ください。

令和元年度

明星大学理工学部総合理工学科
建築学系（2020年度から建築学部） 矢島 寿一教授
　今号の表紙は、地盤工学専門の矢島教授と、矢島教授の講義を受ける市
職員です。矢島教授は、豪雨や地震などが発生した際に生じる斜面の崩壊
や、地盤の液状化のメカニズムについて、日々研究されています。
　市内には斜面が多いため、防災・安全の観点から、調査結果の数値を基
に地盤の状態を把握することや、斜面の特性を理解し事業を行うことが重
要です。市では、矢島教授の講義を通じて職員の専門性を高めています。

表
紙
の
人

7 6

市
政
の
お
知
ら
せ

市
政
の
お
知
ら
せ


